
しわけせん

第 2 3長 babbitt m叫al 成分 表 ASTM B 2346 T (米国規絡) 列車となるものは，ただちに組成され，区間列

車となるものはさらに駅別仕訳線で駅JI~iに仕釈

けた後組成される。ぷぞ S" Sb Pb C" As... 

1 90土 l 4.5 土 0.5 く 0.35 4.5土 0. 5 0.1 

2 89土 1 7.5 土 0.5 く 0.35 3.5土 0.5 0.1 

3 83.3 土 l 8.3土 0.7 く 0.35 8 . 3 士 0 .7 0.1 

4 75 土 1 12土 1 10土 0.7 3 .0土 0.5 0.15 

5 65 土 1 15 土 1 18土 1 2.0土 0.25 0.15 

6 20土 1 15 土 1 63.5 土 1 1.5土 0.25 0.15 

7 10 土 0.7 15土 1 75 土 l >0.5 0.60 

日 5:1:0.5 15 土 1 80土 l >0.5 0.20 

10 2 土 0.25 15土 1 83土 1 >0.5 0.20 

11 15 土 l 85:1:1 >0.5 0.25 

12 10土 0.7 90士 1 >0.5 0.25 

13 1 土 0.25 15 土 0.5 R 0 . 5土 0.1 0.8-1.4 

14 10土 1 12.5 ェ 1 R 0. 5士 0.1 0.2 

15 5 土 1 9:1:1 R >0.5 0.2 

~þ; 3 表 白メタノレ成分表 DIN 1703 (ドイツ鋭楠)

ぷ契 s悦 Sb Pb 比一 他

W.M.80F 80:1:1 11 土 1 9土 1 I く 0 .5
Z,, < 0.05 

W.M.80 80土 1 12:1: 1 6土 1 I 2土 1 Total く0.15

W.M.70 70 土 1 13 土 1 5 土 1 1 2土 1

W.M.50 50:1:1 14 土 1 3 土 0.5 33土 l

W.M.42 42土 1 14 土 1 3土 0.5 41 土 1 Znく 0.45
W.M.20 20士 l 1 4 土 1 2 土 0.5 64 士 1

W.M.I0 10 土 0.5 15 土 1 1.5 土 0.5 73.5 土 l Tota l く 0.15

W.M.5 5 士 0.5 15 土 1 1.5 士 0.3 78.5 土 1

l民肢を適当に合:有成分によ っ て制捻して適当な樋紅lの合金を作

り得ることが， この系統の合金の特色である。この l時効性を利

用した合金が， Pb-Sb-Sn-As 系 および Pb-Ca- Ba-Nα 系合金

である (SAE 規賂) 0 Pb-Sb-Sn-As 系合金は，溶解も容易で

鋳造性 も良 好ーで あ り ， 広 く突m化されている。 また Pb-Ca­

Bα-Nα 系合金は，溶解時の菌室化が烈しく Jl~民りが非常に困難

で， ~tEの所11ï丙では5起用性が少ない合金であるが，淵t;:t性能

は良好である。将来時効硬化性合金の研究がいっそう進めば，

さらに良質な 悩 能の合金が Pb 系 ， Sn 系の現用白メタルにか

わり得るもの と 考え られる 。 (斎藤捻男)

しわけせん 仕訳線 (英) sorting track , classificalion track 

1't11工操車場 ・ 操車駅において列11工の分解車11成を 目的として， 車

両の解放または述結作業を行 l 札一 伏 線

う線。 仕訳線 量手紙i\
燥111主Ljに苦IH~t した列車は貨

lJiの行先 . t豆類に よ っ て分解 _.

され， これを碍皮急直行列車

ある いは区間列車に編成され

::I'， Thする。 この作業の大部分

が仕訳線においてなされるの

である。大保車場ではt1:訳線一一ー

をプjI勾別仕訳線と駅別仕訳総

に分けて即位するが， 一般の

操111駅では問者を兼用して l

つの仕訳総とするものが多し九

hl向別{土訳総では貨111を区

間別および"11[重日1) (空事 ・ 緩

急Jl1等) に tt訳ける。この仕

訳け られた貨車のうち急直行

d重三
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一般に仕訳線は数本または十数本の線路を併

列して，その両端または一端を分岐昔話で集束し

て，これを引上線あるいはれjI上線に接続する。

仕訳線の集東方法としては単線式と束線式があ

る。 lli線式の場合は分岐穏によって l 線ずつ累

加する配線で，その一例が梯子(はしご)線であ

る。京総式の場合には数線を一束とし， 一束ず

つまとめて配置する。実際の場合にはこれらの

組合わせとなることが多いが，大操車場で総数

の多い場合には東線法によるのが好ましく ， 特

にこの場合三枝分岐総または復分岐探を使用す

る こ とによ っ て，各線の有効長を均斉にし， か

つ走行抵抗をも均一化して配線の形を盤えるこ

とができる。国鉄ではl火悶・ 大宮両操車場の方向別仕訳線に三

枝分岐総を使用している。

仕訳線の所主E有効長は{土訳車を収容し ， 仕訳組成作業の可能

な長き を必要とする。 所要有効長算出の一式として次式をあげ

る。

2 新鶴見操車場方向別仕訳線

A= 1.9No +450E+ηA， 

A: 所要有効:長

N。 年平均 l 日入制~半数

E: 仕訳入j央俄関車台数

η ・仕訳出品数

A , : 111止めその他の余裕長

事止めに対する余裕長 10m

車両接触限界よりの余裕

平間 10m 

ハ ン プ 。 40m

両端とも集束されている仕訳線の中央部の余裕

20m 

仕訳線の総数は仕訳けるべき区間数ある いは受持駅数と所袈

有効長 より決定される。 一例として新約見操車場における方向

別，駅別仕訳総の有効長および使用方をあげる。

新鶴見操JI工場仕訳線有効長・使用方表

| 線 名| 特f l 使用 方
t 上り 方向 )) 1) 1 O'A 1 � -/ ~I'-'Jg~ ! 640 1 大宮以遠行

2 " 620 1 有益(がし 、)笠111 ('1"1、共)




